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砂漠のクイズで水の大切さを説明 水を大切に使うように解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲が出来たよ！ ほんとに雲が出来た！ 

 

成 果 解 説 

 

この授業は、ペットボトルの中に「人工の雲」を作る実験を通して、自然界の水の循環や役割を体験

的に学び、水を大切に使うことを動機づけることが目的です。 

 

授業では、人間が生きるために必要な水の条件や雲ができる現象について、画像やクイズも交えて解

説しました。理科クラブの子どもたちとあって、地球温暖化や気象変動について良く理解されていて、

雲の発生などについても強い関心を示してくれました。 

人工の雲づくり実験では、ペットボトルの中の温水を入れ、手で加圧と減圧を繰り返し、減圧の際に

温水が蒸発して白い雲ができることを実感しました。 

 

 

教室・講座・イベントの成果報告 

NPO法人 神奈川県環境学習リーダー会  

 
 

  


